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東
京
都
と
都
民
に
向
け
、
都

の
「
医
療
費
助
成
制
度
の
継
続
」

を
求
め
る
、
第
二
次
都
庁
前
宣

伝
行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

４
月
２
日
、
都
庁
前
に
は
患

者
会
と
東
京
あ
お
ぞ
ら
連
絡
会

の
方
々
が
東
京
都
に
向
け
ア
ピ
ー

ル
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
マ
イ

ク
を
握
っ
た
全
員
が
「
東
京
都

の
ぜ
ん
息

医
療
費
の

改
悪
を
許

さ
な
い
」

と
、
強
く

訴
え
「
石

原
都
知
事

は
行
政
の

責
任
を
認

め
て
和
解
を
受
け
入

れ
、
都
の
医
療
費
制

度
が
出
来
上
が
っ
た
。

公
害
の
加
害
者
の
責

任
で
、
被
害
者
を
救

済
す
る
こ
と
は
当
然
」

（
西
村
弁
護
士
）
と
、

全
員
が
都
の
責
任
を

追
及
し
制
度
の
継
続

を
求
め
ま
し
た
。

渡

邊
広

子

さ

ん

（
板
橋
）
は
「
板
橋

は
交
通
量
が
多
く
、

ぜ
ん
息
患
者
が
多
い

地
域
」
小
澤
さ
ん
（
豊
島
）
は

「
患
者
に
と
っ
て
有
料
化
さ
れ
る

と
、
元
の
生
活
に
戻
る
」
。
小
柳

さ
ん
（
北
）
は
「
ぜ
ん
息
治
療
は

ス
テ
ロ
イ
ド
で
い
く
つ
も
の
合
併

症
を
持
っ
て
い
る
」
と
、
有
料
化

さ
れ
る
と
、
治
療
上
も
深
刻
な
患

者
の
現
状
を
訴
え
ま
し
た
。

向
田
さ
ん
（
文
京
）
は
「
空
気

は
き
れ
い
に
見
え
る
が
、
ぜ
ん
息

は
改
善
し
て
い
な
い
」
。
進
藤
さ

ん
（
中
野
）
は
「
都
は
制
度
を
存

続
さ
せ
る
義
務
が
あ
る
」
と
訴
え
、

全
員
で
二
千
枚
の
チ
ラ
シ
を
配
布

し
ま
し
た
。

都
の
ぜ
ん
息
医
療
費
制
度
の
５

年
後
見
直
し
時
期
を
「
今
年
の
夏

前
ま
で
に
は
結
論
を
出
す
」
と
す

る
東
京
都
に
向
け
、
次
回
は
５
月

10
日
12
時
〜
13
時
に
ア
ピ
ー
ル
宣

伝
行
動
と
、
都
に
向
け
た
要
請
行

動
を
行
い
ま
す
。

東京都庁に、制度の継続をアピールする患

者会や連絡会の人々（４月２日都庁前）
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都
は

制
度
の
継
続
を

東
京
都
は
、
和
解
条
項
の
基
本
に
た
ち
、
加
害

者
の
責
任
で
、
被
害
者
の
患
者
を
救
済
せ
よ
。

ぜん息
医 療

患者会と原告団の合同総会で開会あいさつ

をする秋元正雄会長代行(2012年３月25日)

患者会・原告団 合同総会開催
３月25日公害患者会と東京大気裁判原告団の合同総

会が行われました。参加者も多く、討議内容も深まっ

た良い総会でした。（詳しくは２・４面に報告）
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国
に
は
、
自
由
な
生
活
の
権

利
を
侵
害
し
た
原
因
者
に
責
任

を
果
た
さ
せ
る
義
務
（
社
会
正

義
の
実
現
と
個
人
の
幸
福
追
求

権
の
保
障
）
と
、
社
会
保
障
的

観
点
か
ら
被
害
者
の
生
活
を
救

済
す
る
義
務
（
生
存
権
の
保
障
）

の
両
方
が
あ
る
。

被
害
者
（
個
人
）
と
加
害
者

（
大
企
業
等
）
と
の
圧
倒
的
な

力
の
差
を
前
提
に
し
た
時
は
国

家
の
介
入
、
「
国
に
は
，
汚
染

者
負
担
の
原
則
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
を

原
因
者
が
果
た
す
よ
う
に
、
そ

の
原
則
を
具
体
化
す
る
制
度
の

構
築
責
任
が
あ
り
、
万
一
Ｐ
Ｐ

Ｐ
が
失
敗
し
た
場
合
は
、
救
済

の
仕
組
み
を
構
築
す
る
責
任
も

あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

社
会
保
障
と
は
、
資
本
主
義

の
原
則
で
あ
る
「
自
助
」
の
条

件
を
超
え
て
、
そ
れ
の
み
で
は

解
決
が
困
難
な
問
題
や
貧
困
の

除
去
お
よ
び
最
低
生
活
の
保
障

を
通
じ
て
国
民
生
活
の
安
定
・

所
得
の
再
分
配
に
よ
っ
て
貧
富

格
差
の
是
正
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。
公
健
法
は
四
日
市

市
の
医
療
費
助
成
条
例
を
も
と

に
、
国
が
69
年
に
救
済
特
別
措

置
法
を
作
り
、
そ
の
上
に
73
年
、

原
因
者
の
民
事
賠
償
責
任
を
組

み
込
む
内
容
を
盛
込
ん
で
、
国

が
橋
渡
し
す
る
形
で
制
度
創
設
。

こ
の
中
身
は
「
差
別
」
を
せ

ず
に
給
付
等
を
公
的
責
任
で
行

う
一
般
的
・
普
遍
的
制
度
で
、

原
因
（
原
因
者
）
を
特
定
あ
る

い
は
明
確
化
す
る
必
要
は
必
ず

し
も
な
い
。

「
国
策
」
が
も
た
ら
し
た
都

市
の
深
刻
な
大
気
汚
染
、
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速
さ
せ

た
大
規
模
な
道
路
開
発
、
高
速

道
路
整
備
、
ト
ラ
ッ
ク
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
化
（
直
噴
型
）
促
進
、
都

市
の
過
密
化
、
三
大
都
市
圏
へ

の
一
極
集
中
を
促
進
し
た
都
市

開
発
政
策
に
あ
る
。
こ
の
結
果
、

自
動
車
台
数
の
爆
発
的
増
加
、

都
市
部
へ
の
自
動
車
交
通
の
集

中
・
集
積
お
よ
び
道
路
渋
滞
の

慢
性
化
、
鉄
道
貨
物
の
衰
退
・

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
へ
の
収
斂
さ
れ

深
刻
な
大
気
汚
染
被
害
者
が
発

生
し
て
い
る
。

こ
れ
こ
そ
「
国
策
」
と
し
て

進
め
ら
れ
た
結
果
で
あ
り
、
汚

染
さ
れ
た
空
気
に
よ
り
健
康
障

害
が
出
る
こ
と
は
疫
学
的
に
も

証
明
し
判
決
も
認
め
る
。
除
染

以
前
の
問
題
と
し
て
国
策
の
結

果
で
あ
る
大
気
汚
染
被
害
者
に

対
し
て
、
国
は
原
因
者
を
巻
き

込
ん
で
救
済
制
度
構
築
を
す
る

義
務
を
負
う
。
（
以
上
要
旨
）

無料

５
月
13
日
（
日
）

12
時
〜
13
時

公
害
患
者
会
事
務
所

法
律

相
談

４
月
15
日
、
幹
事
役
員
27
人

と
弁
護
団
が
参
加
。
秋
元
会

長
代
行
か
ら
合
同
総
会
の
成

功
と
内
容
に
つ
い
て
報
告
。

増
田
事
務
局
長
か
ら
議
題
提

案
が
あ
り
論
議
。
①
新
た
な

救
済
制
度
の
紹
介
議
員
対
策

強
化
の
た
め
、
電
話
掛
け
な

ど
統
一
行
動
を
行
う
。
②
環

境
省
対
策
③
都
条
例
制
度
存

続
の
医
師
会
要
請
の
強
化
と

ア
ン
ケ
ー
ト
協
力
者
へ
の
入

会
の
働
き
か
け
を
行
う
。
５
月
10
日

都
庁
宣
伝
行
動
の
確
認
。
民
医
連
の

事
業
所
と
相
談
し
患
者
懇
談
会
の
開

催
を
行
う
④
公
健
法
の
対
策
強
化
、

補
償
法
の
手
引
き
作
成
⑤
公
害
対
策

（
目
黒
）
⑥
転
地
療
養
の
バ
ス
旅
行

は
９
月
30
日
か
ら
一
泊
で
行
う
⑦
公

害
総
行
動
対
策
⑧
全
国
患
者
会
大
会

の
代
議
員
確
認
。

四月患者会幹事会報告

公
害
患
者
会
の
担

当
弁
護
士
に
よ
る
、

親
切
・
丁
寧
な
相

談
会
で
す
。

（

法
律
相
談
希
望
の
方
は

事
務
局
に
電
話
予
約
下
さ
い
）

４月
２２日10:45 新緑ウオーキング小石川植物園

２３日18：30～ あおぞら連絡会総会
文京ｼﾋﾞｯｸｾﾝﾀｰ４Ｆ大ﾎｰﾙ
２４日13:00 都条例の医師会要請行動

２５日14:00 健康づくり委員会
２５日12:00 新救済制度の国会議員対策
２８日13：00 「司法に国民の風を吹かせよう集

会」プラザＦ（主婦会館四谷駅前）

５月
１日９:30 メーデーにて署名の取り組み
メーデー会場(代々木公園中央陸橋下集合）
７日13:00 新救済制度の国会議員対策

８・９日９:30 公害総行動オルグ 公害ｾﾝﾀｰ
１０日12：00 都の医療費助成制度の継続を求め
る都庁宣伝行動 都庁第１庁舎前

１３日13：30 東京公害患者会幹事会
１９日10:00 公害地球懇総会 新宿農協会館
１９・２０日 全国公害患者会定期大会

３１～６月１日 NO2測定運動

６月 ３日13：30 東京公害患者会幹事会

予定とおしらせ

患者会

国
に
は
「
原
因
者
に
責

任
を
果
た
さ
せ
る
義
務

と
被
害
者
救
済
の
義
務
」

患
者
会
・
原
告
団
の
合
同
総
会
講
演
か
ら
（
要
旨
）

東
京
経
済
大
学
准
教
授

尾
崎

寛
直

補
償
と
救
済
の
前
提

公
害
健
康
被
害
補
償
法

医
療
費
助
成
を
国
に
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「
新
た
な
救
済
制
度
」
を
求

め
る
署
名
で
は
、
運
動
の
最
初

は
な
か
な
か
「
い
い
線
い
っ
て

い
る
ぞ
」
と
署
名
の
集
約
に
自

信
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
大
震

災
や
坂
本
支
部
長
の
訃
報
な
ど

も

あ

り

前

進

し

ま

せ

ん

で
し
た
。

そ
の
後
、

新

会

員

の

方

の
奮
闘
、

健
友
会
の
協
力
、
原
発
反
対
集

会
等
で
訴
え
た
り
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
福
島
の
相
馬
か
ら
避

難
し
て
き
た
方
が
「
放
射
能
も

自
動
車
排
気
ガ
ス
の
大
気
汚
染

患
者
さ
ん
も
同
じ
被
害
者
」
と

快
く
署
名
に
協
力
し
私
達
を
励

ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。

さ

ら

に

、

世

田

谷

支

部
の
学
習
会
で
「
ぜ
ん
息
は
個

人
の
責
任
で
は
な
く
、
空
気
の

汚
染
原
因
を
作
っ
た
国
が
、
被

害
者
の
生
活
と
健
康
を
救
済
す

る
義
務
が
あ
る
」
と
尾
崎
先
生

の
講
演
に
感
動
し
再
び
署
名
行

動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

一
昨
年
に
西
支
部
長
が
倒
れ
、

し
ば
ら
く
船
頭
の
い
な
い
難
破

船
状
態
で
し
た
。
西
さ
ん
の
健

康
も
良
く
な
り
、
食
欲
・
血
色

も
よ
く
麻
痺
と
言
葉
の
不

自
由
だ
け
が
心
配
で
す
。

支
部
の
方
は
、
役
員
が

再
度
結
束
し
支
部
運
営
を

行
い
、

支

部

総

会

も

出

来

る

様
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
鈴
木
支
部
長
の
公
健

法
の
認
定
等
級
引
き
下
げ
に
対

す
る
異
議
申
立
の
取
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
死
亡
し
た

認
定
患
者
の
遺
族
補
償
申
請
を

受
付
な
か
っ
た
足
立
区
の
窓
口

の
不
当
性
を
告
発
し
ま
し
た
。

患
者
ア
ン
ケ
ー
ト
活
動
を
通

し
て
新
し
い
仲
間
を
増
や
し
て

い
る
こ
と
、
２
万
２
千
筆
の
署

名
を
取
組
ん
だ
活
動
を
報
告
し

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
患
者
会
活
動
の
前

進
を
め
ざ
し
、

今
後

も
取
組

み
を

強
め
る

決
意

を
述
べ

ま
し

た
。
足

立
支

部
か
ら

総
会
に
10

名

の
仲

間
が
参

加
し
ま
し
た
。

合
同
総
会
の
各
支
部
の
発
言

中
野
・杉
並
支
部

３
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
患

者
会
と
原
告
団
の
合
同
総
会
は
、

患
者
74
人
、
弁
護
団
・
支
援
の

皆
さ
ん
な
ど
22
人
が
参
加
し
討

議
・
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
鶴
見
弁
護
団
長
、

東
京
あ
お
ぞ
ら
の
清
水
理
事
長
、

東
京
民
医
連
の
井
上
副
会
長
、

東
京
社
保
協
の
前
澤
事
務
局
長

か
ら
激
励
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

記
念
講
演
に
、
東
京
経
済
大

学
の
尾
崎
寛
直
准
教
授
が
「
大

気
汚
染
公
害
患
者
の
救
済
の
理

論
的
根
拠
」
と
題
し
講
演
し
ま

し
た
（
講
演
要
旨
４
面
掲
載
）
。

こ
の
総
会
で
は
、
東
京
都
の

医
療
費
助
成
制
度
の
継
続
の
課

題
と
、
国
に
対
す
る
新
た
な
救

済
制
度
を
求
め
る
運
動
が
一
体

の
も
の
で
あ
り
、
全
国

の
大
気
汚
染
患
者
の
救

済
の
た
め
に
も
、
各
地

域
の
公
害
対
策
と
連
動

さ
せ
な
が
ら
運
動
を
進

め
て
い
く
課
題
が
明
確

に
な
っ
た
総
会
で
し
た
。

最
後
に
、
会
長
を
先

頭
に
全
役
員
と
会
員
が

一
丸
と
な
っ
て
運
動
を

進
め
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
終
了
し
ま
し
た
。

（
総
会
議
案
の
必
要
な

方
は
事
務
局
に
お
申
し

込
み
下
さ
い
）

患者要求を基本に

合同総会で討議に参加する参加者（農協会館）

足
立
支
部

文
京
支
部

敬称略、☆は新

会 長 西 順司

会長代行 秋元正雄

副 会 長 比留間あや子

☆、鈴木十紀子、冨永

忠光、小澤廣子、繁野

義雄、和田栄子、進藤

光子、武井あや子、石

川牧子、大越稔秋

事務局長 増田重美

幹 事 向田清☆、月安

美智子（文京）小林忠

男（新宿）浜島稔（中

央）小池鉄男、住吉正

章（足立）森倉次郎

（葛飾）西村すみ子、田

島高則（江東）西川学

（墨田）眞利子文夫（江

戸川）渡辺広子、渡辺

幸代（板橋）福島寿登、

河村 聖樹（豊島）門井

誠吉、小柳晴子（北）

進藤凉三☆（練馬）岩

崎和子（品川）竹本雄

二（中野）永田外喜子

（渋谷）入谷昭宏、神山

咲子☆、冨田隼人☆、

大島文雄☆、片岡隆

会計監査 相田英男

土田尚義☆

役員・事務局一覧

東京都の医療費助成の存続運動

を強化し、新たな救済制度の創

設を目指し、会員拡大、公害の

無いまちづくりをめざそう。

副
支
部
長

進
藤

光
子

支
部
長

向
田

清

事
務
局
長

小
池

鉄
男

合同総会

第47号 東京公害患者と家族の会 ユズリハだより 2012年４月1８日

患
者
会
板
橋
支
部
と
小
豆
沢

病
院
共
同
で
、
３
月
21
日
ぜ
ん

息
医
療
費
助
成
患
者
の
懇
談
会

を
行
い
、
患
者
会
員
含
め
17
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

小
豆
沢
病
院
横
山
課
長
の
進

行
で
、
秋
元
患
者
会
支
部
長
が

制
度
存
続
を
訴
え
ま
し
た
。

原
希
世
巳
弁
護
士
か
ら
、
都

の
制
度
を
勝
取
っ
た
裁
判
経
過

に
ふ
れ
な
が
ら
「
５
年
後
の
見

直
し
」
時
に
有
料
化
を
許
さ
ず
、

国
が
制
度
を
作
る
ま
で
は
東
京

春
を
よ
ぶ
つ
ど
い

に

す
る

と

医
療

費

が
膨

れ

あ
が

る

と
の

議

論
が

あ

る
が

、

無
料

に
す
る
こ
と
で
毎
月
き
ち
ん
と

決
め
ら
れ
た
よ
う
に
通
院
し
服

用
し
、
自
己
管
理
の
改
善
に
な

り
、
重
症
化
を
防
ぎ
医
療
費
の

総
額
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
」
と

制
度
の
必
要
性
に
つ
い
て
医
療

者
を
前
に
講

演
し
ま
し
た
。

３
月
８
日
『
ぜ
ん
息
医
療
費

助
成
制
度
と
ぜ
ん
息
学
習
会
』

が
、
品
川
区
の
ゆ
た
か
診
療
所

で
開
か
れ
ま
し
た
。
健
康
ア
ン

ケ
ー
ト
を
寄
せ
た
患
者
と
支
部

会
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。

板橋・小豆沢病院のぜん息懇談会

「
新
た
な
救
済
制
度
を
め
ざ

す
公
害
患
者
会
と
民
医
連
の
運

動
」
の
学
習
会
が
、
３
月
１
日

足
立
区
の
健
和
会
な
ど
東
都
協

議
会
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
の
原
弁
護
士
は
、
大
気

裁
判
の
経
緯
や
意
義
、
現
状
の

課
題
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
民
医
連
の
職
員
に
報
告
し

ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
東
京
都

の
医
療
制
度
に
つ
い
て
「
無
料

都
が
制
度
を
継
続
す
る
よ
う
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
と
報
告
。

懇
談
で
は
、
ぜ
ん
息
患
者
か

ら
「
こ
の
制
度
は
経
済
的
に
本

当
に
助
か
っ
て
い
る
。
治
療
費

だ
け
で
な
く
生
活
費
も
保
障
さ

れ
る
制
度
に
し
て
ほ
し
い
」
と

強
く
要
望
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
大
気
の
汚
れ
や
測
定
対

策
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
、

最
後
に
患
者
会
入
会
が
訴
え
ら

れ
ま
し
た
。

（
秋
元
正
雄
）

足
立
支
部

品
川
支
部
（
準
）

民
医
連
職
員
で
公

害
の
歴
史
学
ぶ

第4回 道路連絡会（継続）

ＰＭ 2.5測定様子見て
なにも前進しない国交省の回答

（
あ
お
ぞ
ら
か
ら
）

板
橋
支
部

小
豆
沢
病
院
で
、

ぜ
ん
息
懇
談
会

患
者
会
の
支
部
活
動
報
告

雄
弁
護
士
よ
り
話
し
て
戴
き
ま

し
た
。
参
加
者
で
ぜ
ん
息
管
理

に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
無
料
制

度
を
何
と
し
て
も
存
続
さ
せ
よ

う
と
意
を
固
め
合
い
ま
し
た
。

始
め
に
「
ぜ
ん
息
の
療
養
と

薬
の
使
い
方
」
に
つ
い
て
城
南

医
薬
保
健
協
働
の
神
岡
薬
剤
師

が
、
「
都
の
医
療
費
助
成
制
度

の
見
直
し
」
に
つ
い
て
西
村
隆

３
月
30
日
第
４
回
の
道
路
連
絡
会
（
継
続
）

が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
道
路
連
絡
会
は
、
東

京
大
気
裁
判
の
和
解
条
項
の
進
行
具
合
を
原
告
・

患
者
会
と
共
に
国
や
都
と
検
討
す
る
会
議
で
す
。

今
回
の
焦
点
は
、
国
交
省
が
Ｐ
Ｍ
2.5

を
何
時

か
ら
測
定
す
る
か
と
い
う
大
事
な
連
絡
会
で
し

た
。
し
か
し
、
国
交
省
は
「
測
定
す
る
か
ど
う

か
を
検
討
中
で
」
と
測
定

結
果
の
様
子
を
見
て
か
ら

と
い
う
無
責
任
な
態
度
で

し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
和
解
条
項
を
守
り
、
公

害
対
策
を
早
く
取
れ
」
と

怒
り
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

４
月
７
日
渋
谷
区
消
費
者
セ

ン
タ
ー
で
、
大
気
汚
染
測
定
運

動
東
京
連
絡
会
の
報
告
集
会
に

60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

測
定
結
果
に
つ
い
て
東
京
公

害
患
者
と
家
族
の
会
か
ら
も
17

名
が
参

加
し
報

告
し
ま

し
た
。

特
別

報
告
で

は
、
大

型
車
の

通
行
規

制
に
よ
っ
て
、
大
気
汚
染
濃
度

が
低
減
す
る
こ
と
の
効
果
に
つ

い
て
、
環
境
総
合
研
究
所
の
鷹

取
敦
さ
ん
が
説
明
し
「
交
通
量

が
減
れ
ば
大
気
汚
染
濃
度
が
減

る
」
と
当
た
り
前
の
こ
と
を
認

め
な
い
、
東
京
都
に
反
論
し
て

く
れ
ま
し
た
。

次
の
報
告
で
外
環
道
路
な
ど

無
謀
で
無
駄
な
道
路
建
設
に
、

反
対
運
動
を
強
め
よ
う
と
参
加

者
が
決
意
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｏ
2

測
定
東
京
報
告
集
会
開
催

交
通
量
が
減
れ

ば
汚
染
も
減
る

と
、
都
に
反
論
。



なくせ公害守ろう地球環境

第４７号 東京公害患者と家族の会 ユズリハ ２０１２年４月１８日

６月５日（火）
１１：００ 環境大臣交渉

１２：００ デモ行進

（日比谷公園霞門～西幸門）

１４：００ 各省庁交渉

１８：００ 総決起集会

日比谷公会堂

６月６日（水）
８：３０ 早朝宣伝（国会・霞ヶ関・

大手町・チッソ）

９：４５ 東電前抗議行動

１０：００ 財界・省庁交渉

１２：００ まとめの行動

公害総行動の案内

総
行
動
成
功
の
た
め
に
署
名
・
カ
ン
パ
の
協
力
を

参加しょう

公害総行動

３
月
29
日
大
阪
地
方

裁
判
所
は
、
大
阪
・
泉

南
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
に

対
す
る
国
の
責
任
を
認

め
、
原
告
患
者
側
勝
訴

判
決
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
判
決
は
、
昨
年

８
月
の
大
阪
高
裁
が
、

一
陣
原
告
に
言
い
渡
し

た
不
当
な
判
決
に
左
右

さ
れ
ず
原
告
の
訴
え
を

認
め
た
公
正
な
判
決
で

す
。
国
は
２
度
に
わ
た

り
法
的
責
任
が
問
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

泉
南
ア
ス
ベ
ス
ト
一

陣
の
提
訴
後
、
す
で
に

７
名
の
原
告
が
石
綿
肺

や
肺
ガ
ン
で
死
亡
し
て

い
ま

す
。

い
ま

こ
そ

「
命
あ
る
う
ち
に
解
決

を
」
は
原
告
全
員
の
切

実
な
願
い
で
早
期
解
決

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
被
告
の
国

側
は
、
小
宮
山
厚
生
労

働
大
臣
が
記
者
会
見
し
、

４
月
６
日
不
当
に
も
大

阪
高
裁
に
控
訴
し
ま
し

た
。

大阪泉南ｱｽﾍﾞｽﾄ国賠訴訟 再び国を断罪
神
奈
川
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
訴
訟
は
「
命
あ
る
う
ち

に
救
済
を
」
を
合
言
葉
に

裁
判
を
闘
っ
て
い
ま
す
。

裁
判
の
中
で
は
国
と
建

材
メ
ー
カ
ー
が
、
ア
ス
ベ

ス
ト
の
発
ガ
ン
性
を
知
り

な
が
ら
製
造
禁
止
措
置
な

ど
規
制
し
な
か
っ
た
責
任

を
明
確
に
し
て
き
ま
し
た
。

５
月
25
日
13
時
半
に
横

浜
地
裁
で
首
都
圏
ア
ス
ベ

ス
ト
と
し
て
判
決
が
出
さ

れ
ま
す
。
17
時
か
ら
都
内

に
あ
る
建
材
メ
ー
カ
ー
な

ど
に
要
請
と
抗
議
行
動
を

行
い
ま
す
。
各
支
部
か
ら

も
積
極
的
に
参
加
下
さ
い
。

首
都
圏
ア
ス
ベ
ス
ト
神
奈
川
に
判
決



都庁前の宣伝行動に

参加しょう

東京都は和解条項の基本にたち、ぜん息医

療費制度を継続し、被害者の患者救済を！

日時

５月10日（木）12:00～13:00
場所

都庁前広場（Ａ３出口）

参加規模 100人

東京都はぜん息医療費助成制度の継続を！

印周辺に

集合下さい



水俣病
水
俣
病
の
不
知
火
患
者
会
（
し
ら

ぬ
い
）
が
進
め
て
い
る
、
水
俣
病
の

患
者
掘
り
起
こ
し
の
た
め
の
健
康
診

断
の
組
織
化
な
ど
に
つ
い
て
、
横
光

克
彦
環
境
副
大
臣
が
、
「
７
月
末
の

締
め
切
り
以
降
は
そ
う
い
う
動
き
は

謹
ん
で
欲
し
い
。
永
久
に
水
俣
病
問

題
の
け
じ
め
が
つ
か
な
く
な
る
。
ほ

か
の
団
体
に
も
迷
惑
だ
」
と
い
う
発

言
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
発
言
は
、
永
年
に
わ
た
り
水

俣
病
で
苦
し
み
、
何
の
保
障
も
さ
れ

て
い
な
い
全
国
の
患
者
を
侮
辱
す
る

も
の
で
す
。
さ
ら
に
は
、
未
救
済
の

患
者
・
被
害
者
の
立
場
を
理
解
し
ょ

う
と
し
な
い
環
境
書
の
態
度
が
良
く

現
れ
て
い
ま
す
。

国
は
水
俣
病
に
つ
い
て
、
今
年
の

７
月
末
に
期
限
と
な
る
特
別
措
置
法

で
、
水
俣
病
の
新
規
認
定
を
打
ち
切

る
予
定
で
い
ま
す
。
不
知
火
患
者
会

の
大
石
利
生
会
長
は
「
い
ま
だ
救
済

に
手
を
挙
げ
ら
れ
な
い
多
く
の
被
害

が
残
さ
れ
て
い
る
中
、
調
査
も
せ
ず

強
引
に
幕
引
き
を
は
か
ろ
う
と
す
る

動
き
に
Ｎ
Ｏ
の
声
を
」
と
そ
れ
ぞ
れ

の
患
者
会
や
患

者
さ
ん
に
団
結

を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

被
害
者
の
救
済
に
逆
行

横
光
環
境
副
大
臣
の
「
迷
惑
」
発
言
に
抗
議
す
る

水
俣
病
不
知
火
患

者
会
に
「
迷
惑
」

発
言
の
経
緯
を
釈

明
す
る
横
光
環
境

副
大
臣
（
中
央
）



第４５号 東京公害患者と家族の会 ユズリハ ２０１２年３月１５日

４月23日(月）午後18：30～
文京ｼﾋﾞｯｸｾﾝﾀｰ ４階大ﾎｰﾙ
住所 文京区春日１-１６-２１
電話 3812-7111（文京区役所代表）

東京の患者会の合同総会は3月25
日に開かれ、患者会全員が団結し
て困難な局面を切り開いてきまし
た。都の制度の存続や新しい救済
制度の創設、および公害のないま
ちづくりのために引き続き奮闘す
るために総会で決意を固めよう。

東京あおぞら連絡会総会
第５回総会

（正式名称）東京の大気汚染をなくし本当のあ

おぞらときれいな空気をとりもどす連絡会

メーデーで署名の訴えと き

2012年４月２８日（土）

ところ

プラザＦ(四谷・主婦会館)

７Ｆ カトレア

資料代 １０００円

司
法
に
国
民
の
風
を

吹
か
せ
よ
う
パ
ー
ト
21

５月１日(火）
９：３０集合
代々木公園
中央の歩道橋の階段下

新たな救済署名訴えます

印周辺に
集合下さい

至 原宿

大
阪
泉
南
ア
ス
ベ
ス
ト
、
薬
害
イ
レ
ッ

サ
裁
判
の
判
決
は
「
国
と
企
業
の
加
害

責
任
を
免
罪
」
す
る
不
当
な
判
決
で
す
。

３
・
11
大
震
災
・
福
島
原
発
事
故
の

国
の
責
任
を
問
う
重
要
な
時
期
。
判
決

の
問
題
点
や
逆
流
を
乗
り
切
る
た
め
の

学
習
集
会
に
参
加
下
さ
い
。




